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 始まっています
 東海村の地球温暖化対策

 12 月は「地球温暖化防止月間」です！
子どもたちの
未来のために…

　環境省は、「温暖化防止京都会議（1997年12月開催）」を契機として、12月を「地球温暖化防止月間」と定
めています。2005年２月に発効した「京都議定書」で、日本は温室効果ガスの排出量を2008年～2012年
にかけて、1990年比で６％削減することが義務化され、地域における地球温暖化対策の重要性がますま
す高まっています。そこで今回は、昨年６月に設立された「東海村地球温暖化対策地域協議会」の活動を
中心に、地球温暖化の主な原因である二酸化炭素の排出状況や村の取り組みについてお知らせします。

【グラフ１】 村の二酸化炭素排出量の推移と削減目標

平成12年度 平成15年度 平成17年度
（基準年）

平成18年度 平成22年度
（現状のまま推移）

平成23年度
（対策実施後）

（万ｔ－ＣＯ　／年）
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平成17年度を基準に平成23年
度までに、二酸化炭素排出量の
10％削減を目指します！

東
海
村
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
っ
て
ど
れ
く
ら
い
？

　

「
村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
か
？
」を

探
る
た
め
、
ま
ず
行
っ
た
の
が
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
態
調
査
で
す
。
村
全
体

の
排
出
量
は
年
間
約
25
万
ト
ン―
―

こ
れ
は
、
茨
城
県
全
体

（
平
成
14
年
度
は
４
７
５
６
．
２
万
ト
ン
）の
約
０
．
５
％
に

当
た
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
18
年
度
は
若
干
の
減
少
に
転
じ
ま
し
た（
グ
ラ
フ
１
参

照
）。
し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
人
口
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
増
加
に
よ
り
、
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
総
合
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
村
内
の
ど
こ
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
二
酸
化
炭

素
が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
か
？
」の
調
査
で
は
、「
事
業
者

部
門
の
電
気
」の
利
用
に
よ
る
排
出
量
が
全
体
の
約
30
％

を
占
め
、「
家
庭
部
門
の
自
動
車
」「
電
気
」「
可
燃
ご
み
」が

そ
れ
に
続
い
て
い
ま
す（
表
１
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）。
家
庭

や
事
業
者
の
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
の
使
用
増
加
に
伴
う
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
可
燃
ご
み

焼
却
に
よ
る
排
出
量
も
依
然
と
し
て
多
い
の
が
現
状
で
あ

り
、
地
域
に
お
け
る
自
家
用
車
の
使
用
抑
制
や
省
エ
ネ
・

省
資
源
の
推
進
、
ご
み
の
発
生
抑
制
・
減
量
化
の
た
め
の

取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」
っ
て
？

　

村
で
は
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
推
進
す

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
組
織
と
し
て
、
平
成
18
年
６
月

に「
東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
地
域
協
議
会
は
４
つ
の
部
会
か
ら
な
り
、「
ご

２
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【表１】 平成18年度 主体別・排出源別二酸化炭素排出量

主体

排出源
家庭 事業者 行政 合計

自動車 49,719 19,259 211 69,189

電気 27,079 72,683 6,244 106,006

灯油 17,380 3,937 233 21,550

ＬＰＧ 12,728 7,385 166 20,279

重油 0 78 429 507

 可燃ごみ 22,441 7,103 601 30,145

合計 129,347 110,445 7,884 247,676

【グラフ２】 平成18年度 主体別・排出源別二酸化炭素排出割合

合計
247,676ｔ

自動車
20.1％

電気
10.9％

可燃ごみ
9.2％

灯油
7.0％ＬＰＧ

5.1％

電気
29.3％

自動車
7.8％

ＬＰＧ
3.0％

電気
2.5％

家庭
52.3％

事業者
44.5％

行政
3.2％

（ｔ－ＣＯ　／年）

省エネ家庭部会 事業所エコ部会

ごみ減量化推進部会 進行管理部会

み
減
量
化
推
進
部
会
」「
省
エ
ネ
家
庭
部
会
」「
事
業
所
エ

コ
部
会
」と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
地
球
温
暖
化

対
策
を
検
討
・
実
践
し
、「
進
行
管
理
部
会
」が
全
体
を

取
り
ま
と
め
ま
す（
表
１
参
照
）。
各
部
会
が
、
具
体
的

な
対
策
や
目
標
値
な
ど
を
定
め
た「
活
動
計
画
表
」を
作

成
し
、
毎
年
、
村
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
把
握
す

る
こ
と
で
、「
対
策
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
か
」を
明
確

に
し
ま
す
。
目
標
値
に
達
し
な
い
場
合
は
、
新
た
な
対

策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「
東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」と
は
？

　

村
内
の
各
主
体
が
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
効

率
的
か
つ
体
系
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
す
る

た
め
に
地
域
協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
策
定
し
た
計
画

で
す（
平
成
19
年
10

月
）。「
マ
イ
バ
ッ
グ

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や「
地
域
講
演
会
の
開

催
」「
省
エ
ネ
機
器
の

設
置
」な
ど
、
具
体
的

な
活
動
内
容
は「
活
動

計
画
表
」に
基
づ
き
随

時
実
施
し
ま
す
。

①
期　
　

間
…
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

②
対　
　

象
…
村
内
す
べ
て
の
家
庭
・
事
業
者
・
行
政

③
目　
　

標
…
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
を
基
準
年

（
平
成
17
年
度
）か
ら
10
％
削
減

「
東
海
村
ご
み
減
量
化
推
進
計
画
」と
は
？

　

地
域
推
進
計
画
の
ご
み
の
減
量
化
に
関
す
る
部
門
別

（
ご
み
減
量
化
推
進
部
会
）計
画
で
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

可
燃
ご
み
を
焼
却
処
理
す
る
際
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
量
は
、
村
全
体
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
の
10
％
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
期　
　

間
…
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

②
対　
　

象
…
村
が
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物（
家
庭
や
一

部
の
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
）

③
目　
　

標
…
基
準
年（
平
成
17
年
度
）か
ら
31
％
削
減

「
第
２
次
と
う
か
い
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
」と
は
？

　

地
域
推
進
計
画
の
村（
公
共
施
設
）に
関
す
る
部
門
別（
行

政
）計
画
で
す
。
村
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
第
１
次
計
画
を

進
め
て
お
り
、
平
成
18
年
度
ま
で
に
基
準
年（
平
成
12
年
度
）

比
で
18
％
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
し
ま
し
た
。
第
２

次
計
画
で
も
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
期　
　

間
…
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

②
対　
　

象
…
役
場
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校

や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
消

防
署
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
街
路
灯
な
ど
、

す
べ
て
の
公
共
施
設

③
目　
　

標
…
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
を
基
準
年

（
平
成
17
年
度
）か
ら
５
％
削
減

今
後
の
活
動
は
？

　

地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
、

具
体
的
な
活
動
と
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
省
エ
ネ
や
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
活

動
の
内
容
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10月25日に行われた「マイバッグ推進
キャンペーン（ごみ減量化推進部会）」

２
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村
で
は
11
月
５
日
、
震
度
５
強

の
直
下
型
地
震
が
東
海
村
で
発
生

し
た
と
想
定
し
、
職
員
を
事
前
予

告
な
し
に
登
庁
さ
せ
る
災
害
時
参

集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

も
し
も
の
災
害
時
に
お
い
て
、
災
害
応
急

対
策
に
従
事
す
る
職
員
が
い
か
に
迅
速
に

集
ま
れ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
。「
東
海
村
地
域
防
災
計
画
（
震

災･

風
水
害
等
対
策
計
画
編
）」
に
定
め
る

「
第
２
次
要
員
」
と
し
て
動
員
さ
れ
る
職
員

１
０
９
人
へ
の
緊
急
連
絡
が
午
前
６
時
30

分
に
入
れ
ら
れ
、
登
庁
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
午
前
７
時
15
分
過
ぎ
か
ら

は
、
役
場
「
災
害
対
策
本
部
室
」（
行
政
棟

日
本
の
国
土
は
、
地
震･

津
波･

豪
雨･

洪

水
な
ど
、
多
種
多
様
の
自
然
災
害
が
発
生

し
や
す
い
自
然
条
件
下
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
東
海
村
の
場

合
は
、
原
子
力
災
害
等
、
大
規
模
な
事
故

に
よ
る
被
害
（
事
故
災
害
）
に
つ
い
て
も
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
想
定
さ
れ
る

災
害
に
係
る
防
災
対
策
の
一
層
の
充
実
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
と
り
わ
け
自
然
災
害
の
根
絶
に
は
限

界
が
あ
り
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
害

の
軽
減
に
は
、
国･

地
方
公
共
団
体
等
は
も

と
よ
り
、
地
域
や
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
相
互
協
力
と
地
道
な
行
動
の
積
み

重
ね
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
災
害
に
備
え
て
の
食

糧
（
乾
燥
米
飯･
飲
料
水
な
ど
約
１
万
食
）

や
毛
布･

ト
イ
レ
等
生
活
必
需
品
の
計
画

的
備
蓄
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
原
子
力
防

災
訓
練
等
を
通
し
て
の
住
民
避
難
行
動
の

実
践･

習
熟
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
防
災

に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
東
海
村
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
や
「
原

子
力
広
報･

防
災
マ
ッ
プ
」
な
ど
の
広
報
資

料
を
随
時
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
な
い
方
は
お
持
ち
帰
り
に
な
り
、
ご

家
族
と
も
ど
も
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

一
方
、
住
民
の
皆
さ
ん
に〝
防
災
へ
の
第

一
歩
〞
と
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

避
難
所
を
確
認
し
、
非
常
持
ち
出
し
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
▼
お
住
ま
い
の

近
く
の
ど
こ
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
避
難
生
活
へ

の
備
え
と
し
て
大
切
で
す
。
被
災
地
の
状

況
が
落
ち
着
く
ま
で
親
せ
き
宅
な
ど
身
内

に
身
を
寄
せ
た
り
す
る
こ
と
も
併
せ
て
検

討
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

家
族
の
安
否
を
確
認
す
る
た
め
の
固
定･

携
帯
電
話
に
よ
る
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）
や
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
を

使
っ
た
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
避
難
時

の
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て
は
、
各
家

庭
の
事
情
に
応
じ
、
準
備
可
能
な
物
を
必

要
最
小
限
に
ま
と
め
て
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

等
に
入
れ
、
玄
関
な
ど
持
ち
出
し
や
す
い

場
所
に
置
い
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
一
例
▼
□
缶
詰
等
の

保
存
食･

飲
料
水
（
人
数
分
を
２
〜
３
日
分
）

□
懐
中
電
灯
□
ラ
ジ
オ
□
乾
電
池
□
救
急

箱
（
常
備
薬
）
□
現
金･

公
衆
電
話
用
硬
貨

□
預
金
通
帳･

印
鑑
□
保
険
証 

□
防
災
ず

き
ん
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）
□
衣
料
品
（
着
替
え
）

□
タ
オ
ル
□
テ
ィ
ッ
シ
ュ･

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
□
せ
っ
け
ん･

洗
面
用
具
□
紙
皿･

コ
ッ
プ
□
缶
切
り･

栓
抜
き･

ナ
イ
フ
□
ラ

イ
タ
ー
□
生
理･
育
児
用
品
□
軍
手･

雨
が

っ
ぱ
□
ポ
リ
容
器･
袋
□
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

今年３月の能登半島地震や７月の新潟県中越沖地震、台風･前線による

大雨･豪雨など、いつどこでも起こり得る災害――その被害軽減に向け、

年の瀬ともなる今月は、避難所や非常持ち出し品など、皆さんにあらか

じめ知っておいてほしい“防災の基本”についてご紹介することにします。

もしもの災害に
備えて…

職員災害時参集訓練を実施
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避難所（コンクリート屋内退避所）一覧

№ 施 設 名 称 所 在 地
収容可能人員（人）

特 記 事 項
屋内 屋外

１ 石神コミュニティセンター 石神内宿1609 339 2,148 【注１】
被災者の避難収容活
動において、被災者
を避難所に収容する
前の一時的な集合場
所としての指定のみ
の施設（一時集合場
所＝集会所等）の記
載は省略しました。

【注２】
収容可能人員のうち、
「屋内」の算出に際し
ては、仮眠可能なス
ペースを想定し、当
該施設が校舎･集会
施設等の場合は延床
面積の50％部分、体
育館の場合はその
100％部分が利用可
能とし、3.3㎡当た
りを２人で利用する
ことを前提としまし
た。他方、「屋外」に
ついては、当該施設
の敷地面積を１人２
㎡で除して算出しま
した。※収容可能人
員は、村が独自に算
出した一つの目安で
あって、必ずしも現
実と一致するもので
はありません。

【注３】
「（＃）」印の施設は、
建物の構造が鉄骨鉄
筋コンクリート（SRC）
造りまたは鉄筋コン
クリート(RC)造り
ではないため、原子
力災害時においては、
コンクリート建屋の
遮へい効果による外
部全身被ばくや、建
屋の気密性による甲
状腺被ばく等の低減
のためのコンクリー
ト屋内退避には適し
ません。

２ 村松コミュニティセンター 村松3370-1 333 3,051
３ 白方コミュニティセンター 白方2077 336 5,322
４ 真崎コミュニティセンター 村松833 335 3,500
５ 中丸コミュニティセンター 須和間345-1 336 4,604
６ 舟石川コミュニティセンター 舟石川158-1 336 3,674
７ 白方小学校 白方中央二丁目21番1号 1,965 9,930
８ 照沼小学校 照沼930 1,098 8,782
９ 中丸小学校 村松2124 1,717 14,197
10 石神小学校 石神外宿1055 2,494 11,010
11 舟石川小学校 舟石川690-1 1,721 19,307
12 村松小学校 村松1443 1,652 20,132
13 東海中学校 舟石川825 2,188 18,275
14 東海南中学校 船場768 2,517 28,183
15 東海村立図書館 船場768 461 2,190
16 東海村総合体育館 船場768 2,299 6,745
17 東海村合同庁舎 豊白一丁目3番20号 556 3,142
18 東海村中央公民館 船場768 525 1,836
19 東海文化センター 船場768-1 1,405 10,297
20 東海村総合福祉センター｢絆｣ 村松2005 1,980 41,350

21
日本原子力発電株式会社
総合研修センター(研修棟･宿泊棟）

東海三丁目4番1号 2,545 6,600

22 茨城県立東海高等学校 村松771-1 2,773 29,574
23 村松幼稚園 村松北一丁目4番1号 596 2,786
24 石神幼稚園（＃） 石神外宿945 148 881
25 舟石川幼稚園（＃） 舟石川453 215 1,637
26 宿幼稚園（＃） 村松3370-1 162 1,963
27 須和間幼稚園（＃） 須和間440 216 1,394
28 百塚保育所（＃） 豊岡1831-2 339 2,152
29 村松保育所（＃） 村松3370-19 192 1,439
30 舟石川保育所（＃） 舟石川576-27 156 1,160

31
社団法人茨城原子力協議会
原子力科学館

村松225-2 539 2,072

32
独立行政法人日本原子力研究開発機構
東海展示館アトムワールド

村松4-33 775 2,435

33
独立行政法人日本原子力研究開発機構
太田寮共同棟

照沼1063 62 2,152

５
階
）
で
災
害
対
策
本
部
会
議
が
始
め
ら

れ
、
各
施
設
や
住
家
等
の
被
災
状
況
確
認
、

住
民
広
報
の
実
施
な
ど
が
想
定
問
答
形
式

で
進
め
ら
れ
た
ほ
か
、個
々
の
職
員
も
「
防

災
業
務
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」
を
使
っ
て

の
情
報
集
約
演
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

村
長
は
「
今
日
の
参
集
状
況
を
見
る
に
、

災
害
に
対
す
る
職
員
の
意
識
は
高
か
っ
た

と
思
う
が
、
新
潟
県
の
中
越
沖
地
震
な
ど

の
災
害
が
続
く
昨
今
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識

の
中
に
は
大
き
な〝
落
と
し
穴
〞
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ず
、
災
害
対
策
に
お
い
て
は

こ
れ
が
弱
点
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
警
告
し
、
普
段
か
ら
気
を
緩
め
る
こ
と

が
な
い
よ
う
職
員
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

問 合 せ■経済環境部原子力対策課原子力･防災担当（☎282-1711 ･内線 1519）

【イラストレーション（紙面右上）提供：全国消防長会･広報防災委員会】
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職員の給与・職員数を公表します職員の給与・職員数を公表します

【職員の平均給料月額等の状況（平成19年４月１日現在）】
区　分 一般行政職員 ※２ 消防職員 教育職員 技能労務職員

平均給与月額
平均給料月額（Ａ） 322,325円 332,000円 333,300円 288,900円
平均職員手当月額（Ｂ） ※１ 69,383円 71,462円 28,143円 21,800円
合計（Ａ＋Ｂ） 391,708円 403,462円 361,443円 310,700円

平均期末・勤勉手当年額 1,565,443円 1,653,222円 1,498,157円 1,346,600円
※１「平均職員手当月額」には期末・勤勉手当は含まない。／ ※２「一般行政職員」には企業職員を含む。

【職員手当の状況（平成19年４月１日現在）】

区　分
支給割合

期末手当 勤勉手当

期末手当
勤勉手当

６月期 1.40月分 0.725月分
12月期 1.60月分 0.725月分
合計 3.00月分 1.45月分

区　分
支給割合

自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続30年 41.50月分 50.70月分
最高限度 59.28月分 59.28月分

【特別職の報酬等の状況（平成19年４月１日現在）】

区　分 給料月額 区　分 報酬月額

村　長 850,000円 議　長 430,000円
副村長 658,000円 副議長 388,000円
教育長 616,000円 議　員 367,000円

【職員の初任給の状況（平成19年４月１日現在）】
区　分 一般行政職員 消防職員 教育職員 技能労務職員
大学卒 170,200円 185,300円 170,200円

高校卒 138,400円 156,200円
（短大卒）
151,000円

135,600円

●給与の状況

　村では、444人の職員が福祉、教育、土木、消防など、皆さんの生活に密着した仕事に携わっ
ています。職員の給与等は、条例・規則などで定められていますが、住民の皆さんになお一層
のご理解をいただけるよう、村職員の給与や職員数を公表します。なお、詳細は、村公式ホームページ
をご覧ください。

●職員数の状況

【部門別職員数の状況（単位：人／平成19年４月１日現在）】
一般行政部門 特別行政部門 公営企業等部門

合
　
計

議
　
会

総
　
務

税
　
務

民
　
生

衛
　
生

農
　
水

商
　
工

土
　
木

小
　
計

教
　
育

消
　
防

小
　
計

病
　
院

水
　
道

下
水
道

そ
の
他 
※

小
　
計

職
員
数

平成19年度 ４ 84 20 72 30 13 ２ 30 255 82 55 137 １ 11 13 27 52 444
平成18年度 ４ 83 20 74 33 14 ２ 29 259 78 56 134 19 11 12 24 66 459
差　引 ０ １ ０ △２ △３ △１ ０ １ △４ ４ △１ ３△18 ０ １ ３△14 △15

※「その他」は、国民健康保険事業、老人保健事業、土地区画整理事業、介護保険事業に係る職員数。

【採用者数および退職者数の状況（単位：人／平成18年４月１日～平成19年３月31日）】

区　分
採用者数 退職者数

試験採用 選考採用 再任用 採用者計 定年退職 勧奨退職 普通退職 再任用満了 退職者計
一般行政職員 ※ ２ １ ０ ３ ７ ４ ０ ０ 11
消  防  職  員 ２ ０ ０ ２ １ １ ０ ０ ２
教  育  職  員 ※ ２ １ １ ４ ２ ０ １ １ ４
企  業  職  員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
合　　　　計 　　　 ６ ２ １ ９ 10 ５ １ １ 17

※「一般行政職員」「教育職員」には技能労務職員を含む。

【人件費の状況（平成18年度普通会計決算）】
区　分 人　口 ※１ 歳出額（Ａ） 実質収支 ※２ 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

平成18年度 36,332人 17,292,816千円 746,859千円 3,676,989千円 21.3％
平成17年度の人件費率 19.7％

※１「人口」は平成19年４月１日現在。／ ※２「実質収支」＝歳入総額－（歳出総額＋翌年度へ繰り越すべき財源）

●　問 合 せ　　　総務部人事課人事担当（☎282-1711　内線1321）　●
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● 問 合 せ　　経済環境部ごみゼロ推進課（☎ 282-7289）

正しいご

きちんとできていますか？
ス定指の袋みご タート

ＶＯＬ .３

品　名 分別種類 備　考

ア

空き缶 不燃ごみ 平成20年４月から資源物として収集予定

空き瓶（飲食用） 資源物 キャップを外して水洗
い。ラベルはそのまま

空き瓶（飲食用
以外） 不燃ごみ 化粧品の瓶は平成20年４月から資源物として収集

油（食用油） 可燃ごみ 紙や布に染み込ませるか、固める

油（廃油） 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

イ 医療機器 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
ウ 乳母車 粗大ごみ
エ エアコン 受付不可 販売店等へ
オ オートバイ 受付不可 50cc以下は直接搬入可

カ

カーテン 資源物
カーペット 粗大ごみ 畳んでひもで縛る
紙オムツ 可燃ごみ 汚物は取り除く

瓦 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
乾電池 資源物

ク
靴 可燃ごみ
クッション 可燃ごみ

ケ
蛍光灯 資源物

劇薬 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

コ コンクリート・ブロック 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
サ 座布団 可燃ごみ

シ

ＣＤ 可燃ごみ

自転車 粗大ごみ まだ使える物はリサイクルプラザへ連絡

消火器 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

ス

砂（土） 受付不可

スプレー缶 不燃ごみ 缶に穴を開けて中のガスを完全に抜く
水銀体温計 資源物

セ 洗濯機 受付不可 販売店等へ

ソ 掃除機 粗大ごみ

タ タイヤ 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

チ チャイルドシート 粗大ごみ

※「受付不可」の物や掲載以外の物で分別に迷ったとき
は、清掃センター作成の「暮らしの便利帳」や「資源物・
ごみ収集日割表」等を参考にしてください。

品　名 分別種類 備　考

チ 注射器・注射針 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
ツ 使い捨てカイロ 可燃ごみ

テ

ＤＶＤ 可燃ごみ
テレビ 受付不可 販売店等へ
電気カーペット 粗大ごみ
電子レンジ 粗大ごみ
電球 不燃ごみ

ト 時計 不燃ごみ

ノ

農業用苗箱 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

農業用ビニール 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

農薬 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ

ハ

灰 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
パソコン 受付不可 メーカー窓口へ

バッグ 可燃ごみ 少量の金具等が付いたままでも出せます

バッテリー 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
ヒ ビデオテープ 可燃ごみ

フ
プリンター 粗大ごみ
フロッピーディ
スク 可燃ごみ

ヘ
ベッド 粗大ごみ スプリング入りのマットは直接搬入

ヘルメット 可燃ごみ

ホ

ポリタンク 可燃ごみ
保冷剤 可燃ごみ

ボンベ（ガス） 受付不可 引き取り専門業者（ガス販売会社等）へ
マ マウス（パソコン用）不燃ごみ
ラ ライター 不燃ごみ 必ずガスを使い切る

レ

冷蔵庫・冷凍庫 受付不可 販売店等へ
レジ袋 資源物 ごみ袋ではありません

レンガ 受付不可 引き取り専門業者（産業廃棄物処理業者等）へ
ワ ワープロ 不燃ごみ

　このごみはどのように出せばいいのだろう――。　ごみは、それぞれ「可燃ごみ」「不燃ごみ」「粗大

ごみ」「資源物」に分別され、また、清掃センターで受け付けることのできないものもあります。ごみ

の出し方について問い合わせの多いものを掲載しますので、ご活用ください。

みの出し方
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「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
わ

が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
毎
年
12
月

31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
る
指
定
統
計
調
査
の
一

つ
で
、
国･

地
方
公
共
団
体

等
に
お
け
る
産
業
政
策
や

中
小
企
業
政
策
な
ど
に
必
要

な
基
礎
資
料
と
す
る
と
と
も

に
、
内
閣
府
の「
年
次
経
済

財
政
報
告
」や
経
済
産
業
省
の

「
中
小
企
業
白
書
」
な
ど
に
お
け
る
経
済
分

析
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
12
月
下

旬
か
ら
来
年
１
月
上
旬
に
か
け
、「
調
査

員
証
」
を
携
行
し
た
知
事
任
命
の
統
計
調

査
員
が
対
象
と
な
る
事
業
所
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
対
象 

日
本
標
準
産
業
分
類
に

掲
げ
る
「
大
分
類
Ｆ-

製
造
業
」に
属
す

る
、
従
業
者
４
人
以
上
の
事
業
所

■
調
査
内
容　

平
成
19
年
１
年
間
に
お

け
る
常
用
労
働
者
数
、
有
形
固
定
資
産
、

生
産
活
動
に
伴
う
原
材
料
使
用
額
、
製

造
品
出
荷
額･

在
庫
額
な
ど

■
問

合

せ 

企
画
政
策
部
政
策
推
進

課
企
画
調
整
担
当(

☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
３
３
５
）

東
海
村
議
会
議
員

の
任
期
満
了
に
伴
う
一

般
選
挙
が
平
成
20
年
１

月
20
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

東
海
村
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
、
立
候
補

の
届
け
出
や
選
挙
運
動

に
関
す
る
説
明
会
を
来

る
19
日
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
方
は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
立
候
補
予
定
者
お
よ
び
出
納
責
任
予
定

者
説
明
会
の
日
時･

場
所　
【
日
時
】
12

月
19
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
か
ら　

【
場
所
】
役
場
原
子
力
視
察
研
修
室
（
行

政
棟
５
階
）

■
告
示
日
（
立
候
補
受
付
日
）　
【
日
時
】

平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時　
【
場
所
】
役
場
原

子
力
視
察
研
修
室
（
行
政
棟
５
階
）

■
投

票

日　

平
成
20
年
１
月
20
日（
日
）

の
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
村

内
14
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
投
票
に
関
す
る
お
知
ら
せ

は
、「
広
報
と
う
か
い
」（
平
成
20
年
１

月
10
日
発
行
）
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問

合

せ 

東
海
村
選
挙
管
理
委

員
会
（
総
務
部
総
務
課
内　

☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
３
１
３
）

平成19年工業統計調査が

12月31日現在で実施されます

東海村議会議員一般選挙に係る
立候補予定者･出納責任予定者の

説明会開催のお知らせ

照
沼
信
邦
さ
ん
（
照
沼
）
が
所
有
す

る
「
照
沼
家
住
宅
主お

も

や屋
」（
木
造
平
屋
建
て

･

茅か
や
ぶ
き葺

／
照
沼
字
寺
沼
二
三
／
建
築
面
積

２
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
国
の
「
登
録
有

形
文
化
財
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、11
月
８
日
、

〝
こ
の
建
造
物
は
貴
重
な
国
民
的
財
産
で

す
〞
と
刻
字
さ
れ
た
「
登
録
有
形
文
化
財

登
録
証
」
が
髙
橋
健
彦･

東
海
村
教
育
長
の

手
で
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
登
録
有
形
文
化
財
」
と
は
、「
文
化
財

保
護
法
」
第
57
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
、

保
存･

活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と

さ
れ
、「
文
化
財
登
録
原
簿
」
に
登
録
さ
れ

た
有
形
文
化
財
の
こ
と
。「
照
沼
家
住
宅
主

屋
」
の
場
合
は
、
建
築
後
50
年
以
上
が
経

過
し
、
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て

い
る
と
し
て
、
今
年
３
月
16
日
に
国
の
文

化
審
議
会
が
答
申
、
７
月
31
日
付
け
で
登

録
さ
れ
、
８
月
13
日
付
け
で
文
部
科
学
省

よ
り
官
報
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

照
沼
家
は
も
と
も
と
、
水
戸
藩
時
代
の

後
半
、
当
時
の
那
珂
郡
照
沼
村･

長
砂
村･

村
松
村･

石
神
白
方
村･

平
磯
村
な
ど
計
10

か
村
の
「
山や

ま

よ

こ

め

横
目
」（
大
庄
屋
）
と
し
て
、
藩

有
林
の
管
理
や
庄
屋･

組
頭
の
監
視
な
ど
を

行
っ
た
旧
家
。
今
回
登
録
さ
れ
た
主
屋
は
、

江
戸
時
代
後
期
（
18
世
紀
後
半
）
に
建
て
ら

れ
た
茅
葺･

寄
せ
棟
造
り
で
、
南
面
に
曲
り

部
分
が
張
り
出
し
、
主
体
部
東
端
に
書
院

が
突
出
す
る
、
大
型
で
変
化
の
あ
る
曲
が

り
屋
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
書
院
は
、

平ひ
ら
し
ょ
い
ん

書
院
風
の
簡
素
な
造
り
で
、
質
素
を
旨

と
す
る
水
戸
藩
山
横
目
住
宅
の
特
徴
を
示

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

照
沼
さ
ん
は
、
東
海
村
と
し
て
も
初
め

て
の
こ
の
栄
誉
に
際
し
、「
こ
れ
ま
で
の
人

生
、〝
辛
抱
の
哲
学
〞
を
も
っ
て
自
分
な
り

に
努
力
し
て
き
た
つ
も
り―

―

そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
、
こ
の
よ
う
な
形
で
評
価
い
た

だ
き
、
立
派
な
登
録
証
を
授
与
さ
れ
た
こ

と
は
大
変
光
栄
で
す
」
と
、
喜
び
の
言
葉

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
照
沼
家
住
宅
主
屋
」
が
東
海
村
で
初
め
て

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録

「照沼家住宅主屋」の前で、「登録有形文化財登録証」を

手にする髙橋健彦･教育長（左）と照沼信邦さん。
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　最近、私の肉親が入院したので、あらためて医療費について考えてみました。

■入院医療費と自己負担

　１日の入院医療費は全国平均で約３万円といわれています。当院では約2.8万円

前後です。疾患の違いや手術の有無などで変わることがあります。この数値で計

算すると、自己負担（窓口で支払う額）は、３割負担の方が１日9,000円で１か月27

万円、１割負担の方が１日3,000円で１か月９万円となります。これに食事代が加算されますので、

さらに負担が増えます。高額な医療費負担には公的補助制度がありますが、一時的には窓口で支払

わなければなりません。このような日本の医療費制度ですが、医療費自体はここ数年あまり増加し

ておらず、国民の自己負担のみが増加しています。窓口で支払う額が多くなったため、一見、病院

や医師がもうかっているように感じる人も多いと思いますが、実際には病院経営が困難に陥ったり、

倒産する所も出てきたりしています。それにしても、入院するということは、一般家庭では経済的

負担が大きいということです。できるだけ、外来診療で治療し、やむなく入院治療となったとしても、

早期に退院できるように医師と相談してみてください。何よりも、常日ごろから健康に留意し、検

診などを受け、早期発見や早期予防に心掛けましょう。「自分の健康は自分で守る」ことが大切です。

病院への上手なかかり方（その24） 村立東海病院院長　大場義幸

◆問 合 せ　村立東海病院（☎282-2188）、福祉部保健年金課地域医療推進担当（☎287-0899）

 地域医療を担う

村立東海病院
●虫歯の原因　虫歯の原因は「ストレプトコッカス・ミュータンス菌」という細菌などが原因で、食べかす

に含まれる糖が口の中に入ってくると、細菌が活発に働いて白いドロドロの物を作り出します。この白

いドロドロが歯
し こ う

垢で、歯垢の中にいる細菌が、「酸」を作り出し、歯が溶

かされることによって虫歯が発生します。

●虫歯の分類　虫歯は、その進行の度合いによってＣ１からＣ４までに分

類されています。また、治療方法も各分類ごとに異なってきます。

●●虫歯の原因虫歯の原因　虫歯の原因は「ストレプトコッカス・ミュータンス菌」という細菌などが原因で、食べかす

虫歯になるのはなぜ？

●虫歯の予防と歯の磨き方　虫歯の予防には、やはり歯磨きが一番大切です。虫歯の原因になる歯垢は、

うがいだけでは取れなく、歯の表面やすき間、歯と歯茎の境目に頑固にこびり付いています。磨き方

のポイントは、口の中を鏡でよく見て自分の歯並び、歯の形を知ることです。歯は、複雑な凹凸がた

くさんあり、奥歯の溝や歯と歯の間、歯と歯茎の境目は磨き残しが多い場所なので、特に意識して１

本１本丁寧に磨くようにしましょう。また、夜寝ている間は細菌が繁殖しやすいので、就寝前には時

間をかけ、念入りに磨くよう心掛けましょう。

●あなたの歯は大丈夫ですか？　歯が染みる・痛い、歯茎が痛い、または血が出る、口の中が粘つく、

口臭が気になるなど、何か気になることがありましたら、歯科へお気軽にお問い合わせください。大

切な自分の歯です。半年に１回ぐらい、定期的に検診を受けましょう。

進行の度合い 　対　応

Ｃ１（歯の表面が、乳白色または

茶色になっている）
歯科でよく診てもらいましょう。

Ｃ２（冷たいものが染みる） 虫歯です。早く治療しましょう。

Ｃ３（ズキズキとした痛みがある）
神経の治療が必要です。すぐ歯科で診ても

らいましょう。

Ｃ４（激しい痛みはないが、歯の根

だけになり、歯茎が腫れたりする）

そのまま放置すると、あごの骨や鼻の方にまで

炎症が進行することがあるので注意しましょう。

Ｃ１ Ｃ２

Ｃ３ Ｃ４
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ＰＡＲＴ. ９３

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

「オール東海ジュニア」の指導者として
「オール東海ジュニア」指導者

　村松　太
お お た

田　憲
け ん い ち

一

　
　

【
俳　

句
】

ど
ん
ぐ
り
に
躓

つ
ま
ず

き
杖
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

静
寂
の
星
降
る
夜
は
金
木
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

海　

佐
藤　

と
よ

夕
紅
葉
一
日
の
な
ご
り
と
ど
め
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

出
直
し
の
き
か
ぬ
よ
わ
い
ぞ
雁
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

霧
立
ち
て
火ほ

て照
り
に
眠
る
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

松　

松
本　

正
勝

山
旅
の
錦
織
り
な
す
み
ち
の
く
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

舞
う
落
葉
日
に
日
に
積
り
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

久
慈
川
に
朝
霧
け
む
り
鮭
漁
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外　

宿　

西
山　

純
一

萩
こ
ぼ
れ
枯
れ
山
水
に
桜
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
方
中
央　

根
本　
　

武

霜
ど
け
の
畑
に
残
り
し
八
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　

場　

畑　
　

耕
太

　　
　

【
短　

歌
】

亡
き
母
に
似
た
る
仕
草
を
す
る
妻
に
在
り
し
日
の
母
に

想
い
重
ね
る 

村　

松　

高
橋　

正
弘

肥
沃
な
る
土
地
に
育
て
し
里
芋
の
茎
高
く
し
て
秋
の
陽

浴
び
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

外　

宿　

小
林
美
代
子

私
が
指
導
し
て
い
る「
オ
ー
ル
東
海
ジ
ュ
ニ
ア
」

は
創
設
か
ら
４
年
の
軟
式
野
球
チ
ー
ム
で
す
。
総

勢
60
人
を
超
え
る
野
球
好
き
の
小
学
生
が
集
ま

り
、
圷
監
督
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
、
コ
ー
チ
陣

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
選
手
た
ち
が
少
年
野
球
に

打
ち
込
め
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
出
場
し
た
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
主

催
の
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
地
区
予
選
で
敗
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
10
月
に
行
わ
れ
た
水
戸

市
近
隣
学
童
野
球
大
会（
64
チ
ー
ム
参
加
）
で
は
、

堂
々

と
し
た
素
晴
ら
し
い
入
場
行
進
で
優
秀
賞
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
結
果
も
見
事
４
位
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区
の
大
会
に
お
い
て
も
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
を
す
る
な
ど
、
選
手
た
ち
の
頑
張
り

で
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

私
は
、
創
設
当
初
か
ら
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
息
子
の
学
年
で
あ

る
小
学
６
年
生
の
選
手
た
ち
と
は
付
き
合
い
が
長

く
、
自
分
の
息
子
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
息
子
た
ち
が
練
習
で
は
で
き
る
こ
と
な
の
に
、

試
合
で
は
消
極
的
な
プ
レ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
そ
の
場
面
で
は
し
て
は
い
け
な
い
ミ
ス
を
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、「
相
手
は
小
学
生
」と
は

思
い
つ
つ
も
、
つ
い
つ
い
熱
く
な
り
、
大
声
を
出

し
て
し
ま
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
同
じ
小
学
生

に
な
っ
て
し
ま
う
度
に
反
省
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
球
に
限
ら
ず
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
メ
ン
タ

ル
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。「
努
力
は

実
を
結
ぶ
」と
い
い
ま
す
が
、「
実
を
結
ぶ
」に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か―

―

そ
れ
が
毎
日
の
練

習
で
す
。
練
習
が
試
合
で
の「
結
果
」に
つ
な
が
り
、「
結

果
」が
今
度
は
選
手
た
ち
の「
自
信
」に
な
り
ま
す
。「
努

力
を
す
れ
ば
必
ず
ど
こ
か
で
チ
ャ
ン
ス
が
回
っ
て
く

る
」と
い
う
こ
と
を
い
か
に
選
手
た
ち
に
伝
え
て
い
く

か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
を
信
じ
て
こ
れ

か
ら
も
練
習
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
す
が
、
少
年
野
球
の
面
白
さ
、
ま
た
指

導
す
る
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
選
手
た
ち
は
い

ず
れ
進
学
し
、
野
球
を
続
け
る
選
手
も
い
れ
ば
、
別
な

道
を
選
ぶ
選
手
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、「『
オ
ー
ル

東
海
ジ
ュ
ニ
ア
』で
野
球
を
し
て
良
か
っ
た
」と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
目
指
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ＶＯＬ.  １０３

今どきの

青少年

エッセー頑張る

露
天
風
呂
付
き
の
部
屋
に
て
寛
げ
る
叙
勲
記
念
と
子
に

招
か
れ
し　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

僧
侶
の
経
唱
う
声
の
清
々

と
法
要
の
席
に
胸
あ
た
た
か

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
和
間　

柴
山　

靖
子

秋
夜
な
が
啄
木
の
詩
に
酔
い
し
れ
し
庭
に
出
ず
れ
ば

十
三
夜
月　
　
　
　
　
　
　
　

南　

台　

根
本
内
俊
男

奥
久
慈
の
紅
葉
の
山
ま
な
か
い
に
り
ん
ご
狩
り
す
る
晩

秋
の
ひ
と
日　
　
　
　
　
　
　

外　

宿　

髙
槌　

す
み

取
入
れ
の
終
り
し
田
畑
秋
深
く
わ
ら
塚
二
つ
雨
に
濡
れ

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　

場　

舛
井
庫
之
助

時
折
は
独
居
老
人
こ
れ
も
よ
し
花
を
愛
で
書
を
読
み
師

走
の
ひ
と
と
き　
　
　
　
　
　

内　

宿　

村
上　

文
江

み
ち
の
く
の
霞
城
址
の
菊
ま
つ
り
二
本
松
に
も
菊
花
あ

ざ
や
か 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

真
夜
中
に
ふ
と
眼
覚
む
れ
ば
暖
か
き
妻
の
手
そ
っ
と
に

ぎ
り
は
な
さ
ず 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

歌
詠
み
は
楽
し
か
ら
ず
や
今
日
も
又
生
き
る
証
し
を
残

し
た
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

秋
桜
一
輪
二
輪
の
残
り
花
秋
深
き
日
に
凛
と
し
て
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川　

渡
辺　

光
子

冬
陽
う
け
縁
に
広
げ
し
座
布
団
の
ふ
く
ら
み
程
の
人
の

幸
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川
駅
東　

村
上
よ
り
子

鮮
や
か
に
晴
れ
し
摩
周
湖
広
々

と
水
を
た
た
へ
て
眩
し

く
み
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　

村　

松　

桜
井　

秀
子

風
わ
た
る
午
後
の
一
と
き
野
牡
丹
の
花
を
め
ぐ
り
て
蜂

ひ
と
つ
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

　
　

　
　

【
川　

柳
】

薄
型
は
ブ
ー
ム
だ
か
ら
と
ハ
ゲ
ま
さ
れ

白
方
中
央　

関
口　
　

満

今
年
の
夏
は
、「
東
海
南
中
学
校
卓
球
部
員
と
し

て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
標

を
達
成
で
き
た
思
い
出
深
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
去
年
の
夏
は
、
東
海
南
中
学
校

が
団
体
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
が
な
い
と

聞
き
、
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
毎
日
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
総
体
で
は
、
１
人
で
も
負
け
た

ら
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
、
県
大
会
ま
で
勝
ち

進
み
ま
し
た
が
、
関
東
大
会
で
予
選
リ
ー
グ
１
勝

１
敗
、
敗
者
復
活
戦
で
も
初
戦
負
け
と
い
う
無
残

な
結
果
だ
け
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
練
習
に
取
り
組
み
、
新
人
戦
で
再
び
県

１
位
に
な
り
、
北
海
道
で
行
わ
れ
る
全
国
選
抜
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
選
抜
大
会
で
は
、〝
茨
城
〞と
い
う
名
を
背
負

い
試
合
に
挑
み
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
１
敗

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

皆
の
熱
い
応
援
と
一
人
ひ
と
り
の
強
い
心
で
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
１
位
と
い
う
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
目
標
が
見
え
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

そ
し
て
中
学
校
最
後
の
総
体―

―

練
習
で
は
、

苦
手
な
前
後
の
動
き
や
先
生
に
注
意
さ
れ
た
点
な

ど
を
繰
り
返
し
練
習
し
、
改
善
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
東
大
会
で
は

激
戦
の
末
、
５
位
に
な
り
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
抱
き
続
け
て
き

た
目
標
が
実
現
で
き
た
充
実
感
は
何
に
も
代
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
し
た
。
全
国
大
会
で

は
、
関
東
大
会
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど

レ
ベ
ル
が
高
く
、
１
勝
も
で
き
ず
と
て
も
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。「
上
に
は
上
が
あ
る
、
現
状

に
満
足
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

僕
が
全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
、
中
学
校

生
活
１
番
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
が

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
と
思
い
知
ら
さ
れ
も
し
た

経
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い
を
高
校
に
行
っ

て
も
持
ち
続
け
、
腕
に
磨
き
を
か
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
目
標
を
高
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
に
出
場
し
て

　
　
　
　
　
　

東
海
南
中
学
校
３
年

舟
石
川　

宮み

や

か

わ川　

真ま

さ

か

ず和
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●秋空の下、“青少年のお祭り”やったん祭開催
11月４日、東海南中学校のグラウンドなどを会場に「第24回東

海やったん祭」が開催されました。この“青少年のお祭り”は、

10年後20年後の地域を担う青少年を育成しようと毎年行われて

いるもので、中学生スタッフをはじめ、実行委員も10代20代が

中心。実行委員長の川井秀樹さんが「子どもたちの笑顔があふ

れる祭りとしたい」と話す会場は、ペットボトルボウリングや

フラフープ投げなど６種目をスタンプラリー形式で回ったり、

参加団体によるけんちんうどんや綿あめなどの出店で舌鼓を

打ったり、元気に楽しむ子どもたちでにぎわっていました。

地元･東海村で活動する音楽家に発表の場を提供していこうと、「青少年育成東

海村民会議中丸支部」では11月18日、東海文化センターで「中丸ふれあいコ

ンサート」を開催しました。今回で７回を数えるこの日の演奏会では、中丸小

学校リコーダークラブの児童によるリコーダー演奏や、東海村在住でフルート

奏者として活躍中の髙野明日美さんと「東海村吹奏楽団」（宮城

孝雄･団長）所属の10代から60歳代までのメンバーとの共演な

どが披露され、その心和ませる美しい旋律、躍動感ある響きで

300人の聞き手を魅了しました。主催者代表の川崎令子･中丸支

部長は、「音楽は世代に関係なく楽しめる世界共通のもの。“み

んなでつくり上げる音楽”をはぐくみ、ここ東海村を文化薫る

まちにしていければ…」と、自身も心得のある音楽を取り入れた、

活動意欲に満ちあふれる言葉を寄せてくれました。

●幾重にも広がる和音と調べ。「中丸ふれあいコンサート」開催

小学校の音楽教育でおなじみのソプラノ･リコーダー等を使った中丸小学校児童による指揮･演奏

「東海村吹奏楽団」（指揮：原進さん）の演奏

フルーティスト･髙野明日美さん（左）
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11月15日、資源エネルギー庁主催の「エネルギー座談会2007」が

中央公民館で開かれました。この国の取り組みは、原子力広報

活動に関し、原子力立地地域の住民がどうとらえているかを広

く聴こうという試み。公募等で選ばれた８人の男女からは、「（同

庁の）広報紙は見たことがない」「ホームページは関心がないと

見ないもの」「トラブルを未然に防ぐ政策展開を…」などの辛ら

つな意見も聴かれる中、国としては｢地元の理解なくしての政

策はあり得ない。変えるべきは変えていきたい｣と締めくくり、

広聴活動にも力を入れていく考えを示していました。

●地域の意見を政策に…資源エネルギー庁が座談会開催

●ごみのないきれいな東海村をつくりましょう！
11月18日、東海ライオンズクラブ（宮本治会長）と村との

共催による、村全域を対象とした「東海村秋のクリーン作

戦」が実施されました。午前７時から約１時間、地域の環

境美化を進めようと、スポーツ少年団や老人会、ボーイス

カウトなど各団体や地域から集まった皆さん。道路や公園、

海岸などで清掃活動を行い、空き缶やペットボトル、たば

この吸い殻など2.4トンのごみを拾い集めました。誰かが

捨てなければ落ちていないはずのごみ。“ポイ捨て”をやめ、

ごみのないきれいな東海村にしていきましょう。

●子どもたちに伝えたい！ 「努力すれば必ずできる」
11月19日、「東海村文化祭2007」の一環「文化講演会」が東海文化

センターで開催されました。これは、各界の文化人･著名人を迎

えて毎年行われているもので、今年は数学者の秋山仁さんによ

る講演「大人への提言、子どもへのメッセージ」――。秋山さんは、

今日の教育について「子どもが率先して勉強したくなるような教

育が大切である」と提言。「子どもの好奇心や興味、関心を高め

るためには、その時期にしかできないさまざまな体験こそが重

要」と具体例をユーモアを交えながら熱弁され、来場者の中には

メモを取りながら真剣に聴き入る光景が数多く見られました。

●思いやりの心を大切に…｢人権教育講演会｣を開催
毎年12月の「人権週間」にちなみ、村では12月１日、中央公民館

で「人権教育講演会」を開催しました。今年度、講師に迎えたのは、

国立大学法人茨城大学非常勤講師などを務める鈴木宏治さん（写

真中央）。主題を「相手の気持ちで考える」とし、｢子は親を映す鏡。

あいさつや返事、基本的な行儀･作法など、いわゆる心身を美し

くすると書く“躾
しつけ

”は、年齢に“つ”を付けられる年（９歳）までに

…。ただし、子どもの気持ちも考え、押し付けてはいけない｣な

ど、相手を思いやる心の大切さと、自己がかけがえのない存在

であると同じに他人もそうであることなどを説かれました。
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国際親善姉妹都市･アメリカ合衆国アイダホフォールズ市からの一般訪問団15人が11

月２日から10日まで東海村を訪れました。訪問団は、９日間の滞在中に予定されてい

た、日本特有の文化体験や、「東海村文化祭2007」、清掃センター、常陸那珂火力発電

所、登録有形文化財の見学などを通して多くの人たちと触れ合い、同じ時間を過ごし、

両市村の交流の歴史に“またひとつ新しい足跡”を刻んでくれました。今月は、その

交流の様子をフォトライブラリー形式で皆さんにご紹介します。

アイダホフォールズ市一般訪問団が東海村へ
Tokai Welcomes our Friends from Idaho Falls !

①「東海村姉妹都市交流会館」前での記念植樹。②③役場表敬訪問。④清掃センターをリポート。⑤東京電力㈱常陸那珂火力発

電所を見学。⑥登録有形文化財「照沼家住宅主屋」を訪問。⑦「鶴岡八幡宮」参拝。⑧あや取り遊びを体験。⑨「高徳院」（鎌倉大仏）

を見学。⑩箱根で武者姿に。⑪一般訪問団歓迎の飾り付けが行われた「東海村姉妹都市交流会館」の館内。⑫アイダホフォー

ルズ市のジャレッド･ファーマン市長の肖像画を描いて提供してくれた門前由弘さん（左）と髙橋忠治さん（右）。⑬（独）日本原

子力研究開発機構･真砂国際寮でホストファミリーと一緒に記念撮影。※ジャレッド･ファーマン市長夫妻の東海村訪問は、市

長のけがによる手術のため、急きょ見送られました。心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早いご回復をお祈りします。

⑨

⑧

⑥

③

②

④

⑦

⑤

①

⑩

⑫

⑬

14 ●

⑪
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国
民
年
金

だ 

よ 

り

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証

明
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
か
ら
、
平
成
19
年
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明
す
る
国
民
年
金
保
険
料
の

「
控
除
証
明
書
」が
11
月
上
旬
に
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
分
の
保
険
料
を
10
月
２
日

以
降
に
初
め
て
納
付
し
た
場
合
は
、
平
成
20
年
２
月
に

郵
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、ご
自
身
が
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
料
等
）
を
納
付
し
た
と
き
、

ま
た
は
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会

保
険
料
を
納
付
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
平
成
19
年
中
に
納
付
し
た
社

会
保
険
料
の
金
額
で
す
。
年
末
調
整
の
申
告
に
お
い
て

は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
社
会
保
険
料（
健
康
保

険
、
厚
生
年
金
保
険
等
）
は
、
事
業
所
で
一
括
し
て
計

算
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
が
申
告
書
に
記
載
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ご
自
身
が
納
付
し
た
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
、国
民
健
康
保
険
等
）に
つ
い
て
は
、

申
告
書
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
控
除
証
明
書
」
は
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
さ
れ
る
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
紛
失
し
た
り
、
お
手

元
に
届
い
て
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０―

00―

９
９
１
１
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問

合

せ 

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

　

元
・
東
海
村
消
防
司
令
の
福
富
康
弘
さ
ん
が
、
11
月
３

日
付
け
で
発
令
さ
れ
た「
第
９
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」

で「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
叙
勲
は
、

消
防
や
警
察
な
ど
、
危
険
性
の
高
い
業
務
に
長
年
尽
力
さ

れ
、
優
れ
た
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
。

昭
和
40
年
４
月
に
東
海
村
役
場
に
入
庁
し
た
福
富
さ
ん

は
、
36
年
間
に
わ
た
り
、
強
い
責
任
感
と
卓
越
し
た
行
動

力
で
東
海
村
の
消
防
活
動
に
励
み
、
特
に
村
の
水
利
状
況

を
詳
細
に
調
査
し
た
上
で
の
災
害
時
用
の
水
の
確
保
や
、

日
立
市
消
防
本
部
な
ど
近
隣
消
防
本
部
と
の
消
防
相
互
応

援
協
定
を
締
結
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
の
礎
を
築
き
ま

し
た
。
ま
た
、
講
師
と
し
て
事
業
所
・
病
院
・
学
校
な
ど

へ
の
救
急
処
置
や
避
難
訓
練
の
指
導
を
行
い
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
体
制
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
に
福
富
さ
ん
は
、「
身
に
余
る
章

を
頂
き
、
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
微
力
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
本
村
の
消
防
活
動
に
対

す
る
継
続
し
た
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

元
・
東
海
村
消
防
司
令
の
福
富
康
弘
さ
ん
が

「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た

危険業務従事者叙勲

東
海
村
民
生
委
員･

児
童
委
員
の
岸
三
男
さ
ん
（
白

方
中
央
二
丁
目
）
が
11
月
２
日
、「
社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
、
舛
添
要
一･

厚
生

労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
現
職
の
民
生
委
員･

児
童
委
員
の

う
ち
、
そ
の
職
務
に
精
励
し
功
績
が
顕
著
で
あ
り
、

過
去
に
知
事
表
彰
を
受
け
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
今
年
の
県
内
か
ら
の
受
賞
者
は
わ
ず
か
５
人
。
岸
さ

ん
の
場
合
は
、
昭
和
55
年
12
月
、
当
時
の
白
方
区
長
の
推

薦
と
、
勤
務
先
（
日
立
化
成
工
業
株
式
会
社
）
の
理
解
と
後

押
し
を
受
け
て
民
生
委
員･

児
童
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

現
に
「
東
海
村
民
生
委
員･

児
童
委
員
協
議
会
」
の
会
長
を

務
め
る
な
ど
、
27
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
の
要
援
助

者
の
把
握･

相
談･

支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
功
績
を

認
め
ら
れ
た
こ
と
が
今
回
の
栄
誉
へ
と
結
び
付
き
ま
し
た
。

受
賞
の
喜
び
に
つ
い
て
岸
さ
ん
は
「
こ
の
表
彰
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
理
解
や
、
村
の
民
生
委
員･
児
童
委
員
協
議
会
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
。
こ
れ
を
励
み
に
、
引

き
続
き
地
域
の
福
祉
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
、
感
謝
の
言
葉
と
固
い
決
意
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「社会福祉功労者厚生労働大臣表彰」を受賞

民生委員･児童委員の
岸
きし

 三
み つ お

男さん
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

図
書
館
行
事
案
内

●「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」を
開
催
し
ま
す

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」の
協
力
に
よ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
だ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お

友
達
と
一
緒
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期　
　

日 

12
月
22
日（
土
）

▼
時　
　

間 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
場　
　

所 

多
目
的
ル
ー
ム

▼
対　
　

象 

小
学
生
以
下

▼
そ

の

他 

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
11
回
古
本
市
の
ご
報
告

　

11
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
期
間
、「
第
11
回
古

本
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
の
入
場
者
数
は

９
９
９
人
、
提
供
資
料
は
１
万
７
１
２
５
点
、
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
い
た
資
料
は
１
万
１
２
６
３
点
と
な
り
、

盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
の
収
益
金（
８
万
１
８
６
４

円
）は
、
在
宅
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
る「
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会
・
善
意
銀
行
」へ
寄
付
し

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
配
送
貸
出
の
利
用
案
内

　

図
書
館
で
は
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
来
館
が

困
難
な
方
な
ど
を
対
象
に
、
宅
配
に
よ
る
配
送
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「たんぽぽの会」による
おはなし会

期　日 毎週土曜日（第５土曜日を除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手遊びなど

その他 12月22日（土）はクリスマス会の

ため、お休みします。

休館日
12月10日（月）・17日（月）・23日（日）

24日（月）

12月28日（金）～１月４日（金）

１月７日（月）

▼
貸
出
数
量 

図
書
、
紙
芝
居
、
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
合
計
15
点
以
内

▼
貸
出
期
間 

30
日
間
以
内

▼
対　
　

象 

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
②
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
か
ら
４
級（
肢
体
不
自
由
下
肢
障
が
い

者
・
体
幹
障
が
い
者
は
６
級
）
ま
で
の
交
付
を
受
け

て
い
る
③
図
書
館
に
来
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
配
送
貸

出
以
外
に
図
書
館
資
料
の
利
用
が
困
難
で
あ
る―

―

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
、
館
長
が
認
め
た
方

▼
申
し
込
み
・
問
合
せ 

配
送
貸
出
利
用
登
録
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
図
書
館（
☎

282
局
３
４
３
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
年
末
年
始
の
返
却
に
つ
い
て

　

図
書
館
は
、
12
月
28
日（
金
）か
ら
平
成
20
年
１
月
４

日（
金
）ま
で
年
末
年
始
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。
読

み
終
わ
っ
た
資
料
は
、
正
面
入
り
口
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

没後10年　山﨑猛展～テラコッタとブロンズの女たち～

平成20年１月７日（月）～ 26日（土）

　東海村にアトリエを構え、東海文化センター前に立つ「ふれあいの

像（東海村発足30周年記念事業の一環として制作）」の制作者でもある

彫刻家・山﨑猛さんの没後初の回顧展を開催します。1950年代から

1980年代に発表された彫刻作品18点と油彩画２点、資料数点を展示し

ます。皆さんのご来場をお待ちしています。

■開館時間 午前10時～午後７時　※最終日は午後１時閉館

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラリー（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ

　　　ＧＡＬＬＥＲＹ
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募集
　東海文化センターでは、“東海自由空間の舞台”

で踊りたいストリートダンサーを募集します。

●公演日時 平成20年３月20日（木）　午後２

時開演　※発表時間は１組10分です。

●場　　所 東海文化センター（ホール）

●対　　象 ①小学生以上の方で１人以上15人

以下のグループ②主催者の指定する会議やけ

いこ・前日のリハーサルに参加できる方――

のいずれも満たす方（15組）　※詳細は、お問

い合わせください。

●参 加 費 無料

●申し込み・問合せ 12月14日（金）から平成

20年１月17日（木）までに、財団法人東海村

文化・スポーツ振興財団（東海文化センター

内　☎282-8511）へ申し込みください。なお、

応募団体が７組以下の場合は開催中止、応募

多数の場合は抽選となります。

東海自由空間vol.７～あなたも私も出演者～
「Ｄａｎｃｅ！Ｄａｎｃｅ！Ｄａｎｃｅ！」

平成 19 年 11 月１日現在
前月比

世帯数 13,552 世帯  ＋ 21
総人口 36,285 人 ＋ 46
　男 18,240 人 　＋ 32
　女 18,045 人 ＋ 14

人口と世帯数 12・10 号／お知

クアップ／ Dec.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

●活 動 日 火曜日（３回／月）

●時　　間 午前10時30分～正午

●場　　所 村内各コミュニティセンター　

●対　　象 村内在住の方

●定　　員 先着10人

●内　　容 お子さんと一緒のキッドビクス、

お母さんのためのエアロビクス・ヨガ、赤

ちゃんのベビーマッサージ

●会　　費 2,700円／月　※初回のみ、保険

料500円が掛かります。

●そ の 他 ①託児サービスがあります。②見

学、無料体験を随時受け付けています。

●申し込み・問合せ 斉 藤 恵 子 さ ん（☎090-

1104-0627）

キッドビクス
会員募集

　「開かれた短期大学校」として、ＩＴのスペ
シャリストを育成している県立の短期大学校で
す。高等学校の新卒者ばかりでなくおおむね35
歳までの社会人応募枠も設けています。
■試 験 日 平成20年２月８日（金）
■募集科名 ①情報通信科　②情報処理科
■受付期間 平成20年２月１日（金）まで
■申し込み・問合せ 茨城県立産業技術短期大
学校（水戸市下大野町6342　☎269-5500　ホー
ムページhttp://www.ibaraki-it.ac.jp）

平成20年度第１学期放送大学教養学部・大学院
（修士選科生・修士科目生）の学生募集について
　放送大学は、テレビ（衛星放送「スカイパー

フェクトＴＶ！」、ＣＡＴＶ等）やラジオで授業

を視聴し学習する、入学試験のない通信制大学

です。また、すべての都道府県57か所の学習

センターでも学習できます。高等学校や短期大

学を卒業した方や社会人など、さまざまな方が

学んでおり、必要な科目を１科目から学べます。

生涯学習の場として、どうぞご利用ください。

●出願期間 12月15日（土）～平成20年２月29

日（金） 　※２月16日（土）以降に出願書類が

受理された場合は、教材・学生証が学期開始

の４月１日（火）に間に合わない場合がありま

すので、ご注意ください。

●内　　容 教養学部（専攻）…「生活と福祉」「発

達と教育」「社会と経済」「産業と技術」「人間の

探求」「自然の理解」　大学院（プログラム）…

「総合文化」「政策経営」「教育開発」「臨床心理」

●申し込み・問合せ 放送大学茨城学習セン

ター（水戸市文京2-1-1　茨城大学内　☎228-0683）

平成20年度県立産業技術短期大学校学生募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
16日(日) 東原クリニック 283-2301

23日(日) 村立東海病院 282-2188

24日(月) 茨城東病院 282-1151

30日(日) 尾形クリニック 282-4781

31日(月) 尾形クリニック 282-4781

12 月の休日診療日程　小型ガス瞬間湯沸器を、換気扇を回さず使用
していたため、死亡に至る事故が発生しています。
■十分な換気をしないと 空気が不足し、一酸
化炭素が発生します。一酸化炭素は無色無臭で、
頭痛や吐き気を催し異変に気付いたときには、手
足がしびれて動けず、死に至る場合もあります。

■小型ガス瞬間湯沸器使用の際は 必ず換気扇
を回し、一酸化炭素中毒による事故を防ぎましょう。

■問 合 せ 経済環境部経済課商工観光担当
（内線1439）

小型ガス瞬間湯沸器をご使用の皆さんへ

エトセトラ
　ＡＥＤは、突然心臓が
止まってしまった方に電
気ショックを与え、心臓
の動きを正常に戻すため
の医療機器です。村では、このＡＥＤの貸し出し
を行い、救命率の向上を図ります。
■貸出対象事業 主に村内で実施されるイベン
ト、スポーツ大会等で施設長が認める行事等
■貸出条件 イベント、スポーツ大会等の実施
期間中、①普通救命講習会②心肺蘇生講習会
③応急手当普及員養成講習会④上級救命講習
会――のいずれかを受講したことの証明書等
を携帯している者が常時その会場にいる場合
■貸出申請 １か月前までに、貸出用ＡＥＤの
ある①消防本部・消防署（☎ 282-2038）②
総合体育館（☎ 283-0673）へ申し込みくだ
さい。※貸出用ＡＥＤは、各１台ずつ配置し
ています。
■問 合 せ 消防本部消防課（☎282-2038）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の貸し出しを始めました費
用

無
料

　心に“疲れ”を感じたら、相談するのが一番で

す。相談は無料で、面接・電話により、専門の

カウンセラーが応じます。プライバシーは十分

に配慮しますので、お気軽にご利用ください。

●日　　時 毎月第２・４月曜日　午後３時～

６時（祝日・年末年始等を除く）

●申し込み・問合せ 面接を希望するときは、

月曜日から金曜日まで（祝日・年末年始を除

く）の午前８時30分～午後５時に、独立行政

法人労働者健康福祉機構茨城産業保健推進セ

ンター（水戸市南町1-3-35水戸南町第一生命

ビル４階　☎300-1221）へ申し込みください。

なお、申し込みは電子メール（mito@ibaraki-

sanpo.jp）でも、随時受け付けています。

「働く人の心の健康相談室」を
開設します

　12月10日から落とし物や忘れ物の取り扱い

を定めた遺失物法が変わります。

落とし物や忘れ物の取り扱いはどう変わるの？

　①落とし物や忘れ物の保管期間が６か月から

３か月に短縮され、３か月が経過すると拾った

方がその物件を引き取ることができます。②落

とし物や忘れ物の情報が茨城県警察本部のホー

ムページで公表され、探しやすくなります。③

運転免許証や健康保険証、携帯電話等の個人

情報が入ったものについては、拾った人が所有

権を取得できないこととなります。④動物愛護

法による引き取りの対象となった「所有者の判

明しない犬・猫」は、遺失物法の対象外となり、

県等が引き取ることとなります。

●問 合 せ ひたちなか西警察署（☎272-0110）

「落とし物等」の取り扱いが
12月10日から変わります

●活 動 日 毎週木曜日

●時　　間 ①午前10時～ 10時50分　②午前

11時～ 11時50分

●場　　所 総合福祉センター「絆」　

●対　　象 平成16年４月から18年３月まで

に生まれた幼児とその保護者

●定　　員 ①②とも各20組程度

●内　　容 親子でリズム遊び、ボールやフー

プなどを使った運動、紙芝居、工作など

●会　　費 2,500円／月　※初回のみ、保険

料500円が掛かります。

●申し込み・問合せ 小野瀬弘美さん（☎282-

8865）または西美沙子さん（☎090-5574-1316）

幼児サークル「みるく」
平成20年度会員募集
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　日本を代表する凄腕ギタリストＣｈａｒ（竹
中尚人）と石田長生のユニットで、比類なきギ
ターテクニックが光るステージです！
■日　　時 平成20年２月11日（月）　午後６時
開場　午後６時30分開演
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 4,500円（全席指定）　※未就学児
の入場はできません。

■申し込み 12月15日（土）午前９時から、東海
文化センター窓口で入場券の発売を開始しま
す。なお、窓口発売の残券があった場合の
み、同日の午後１時から電話予約を受け付け
ます。※発売初日は、１人当たり４枚までの
販売となります。

■そ の 他 託児サービス（1,000円／人）があり
ますので、ご希望の方は平成20年２月３日（日）
までに申し込みください。

■問 合 せ 財団法人東海村文化・スポーツ振
興財団（東海文化センター内　☎282-8511）

　今月は、平成20年
１月11日から施行さ

れる改正「配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護に関する法律（ＤＶ防止法）」についてです。
これまでは、裁判所から保護命令が出せる対象

は「身体的な暴力」についてのみでしたが、今回の
改正では保護命令の対象を拡充したことにより、
将来「生命や身体に重大な危害を受けるおそれが
大きい」と認められる場合は、電話やファクシミ
リ、電子メールなどでの「言葉や文字による脅迫
行為」にも保護命令が出せるようになりました。

お便り＃04
さらに、被害者本人だけでなく、被害者の親族や
関係者の一部にも、被害者からの申し立てにより、
裁判所が接近禁止命令を発することができるよう
になりました。
　村民相談室では、配偶者からの暴力（ＤＶ）に対
する相談も行っています。相談には専門の相談員
が応じますので、お気軽にご相談ください。
■日　　時 毎週月・火・木曜日　午前９時30
分～午後４時30分

■問 合 せ 総務部自治推進課村民相談室（役場
行政棟２階　内線1275）　

　看護職員のより一層の確保を目的とし、離職

期間が長い未就業の看護職員を対象に行う研修

です。希望する協力病院で、希望する時期に受

講することができるとともに、就職相談や職業

紹介も行っています。

●期　　間 ３日間

●場　　所 協力病院（水戸協同病院、茨城県

立こども病院など全42施設）

●対　　象 未就業で、再就業を希望する方

●内　　容 再就業に必要な最近の医療・看護

に関する知識・技術の習得

●受 講 料 無料

●申し込み・問合せ 社団法人茨城県看護協会・

茨城県ナースセンター（水戸市緑町3-5-35　茨

城県保健衛生会館内　☎225-8572）

未就業の看護職員の皆さんへ
再就業支援研修のお知らせ

「ＢＡＨＯ Ｌｉｖｅ２００８」を開催します！

日立市●ヒタチスターライトイルミネーション2007
イルミネーション

　日立市の冬の風物詩である約20万球のイル
ミネーションによる幻想的な世界をお楽しみく
ださい。 
◆期　　間 12月25日（火）まで
◆時　　間 午後４時30分～午前０時

キャンドルに夢を託して
◆期　　日 12月15日（土）
◆時　　間 午後４時30分～７時

クリスマスゴスペルコンサート
◆期　　日 12月23日（日）
◆時　　間 午後５時30分～８時

場　　所
　日立新都市広場（ＪＲ日立駅周辺）

問 合 せ
　日立シビックセンター（☎0294-24-7711　http://
www.civic.jp/hsi2007/）

高萩市●年末年始のイベント
光のページェントＩＮたかはぎ2007

◆期　　間 平成20年２月８日（金）まで
◆時　　間 日没～午後11時
◆場　　所 ＪＲ高萩駅西口ロータリー
◆問 合 せ たかはぎページェントクラブ事務
局・藤枝伸夫さん（☎0293-22-2103）

元旦に海に繰り出す神輿渡御
　高萩市高浜町の濱会では、
１年の無病息災を願って、元
日の日の出とともに神輿が海
に繰り出す勇壮な神輿渡御を
行います。
◆時　　間 午前６時～
◆場　　所 津明神社（高浜町）から高浜海岸周辺
◆問 合 せ 濱会・大高忠明さん（☎0293-22-5832）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-81

夢は…。“外交官”

中丸小学校６年●岩
いわ も と

本里
さ と み

美

私の将来の夢は、外交官になることです。その中で

も、外国に援助する仕事をしたいです。

私がこの仕事をしたいと思った理由は２つありま

す。１つ目は、「総合的な学習の時間」で外国の子ども

たちについて調べていて、とても貧しい国があること

を知ったからです。それを知って私は助けてあげたい

なと思いました。２つ目は、「戦争がなかったら…」と

思うことがよくあるからです。犠牲にならなくていい

はずの人たちが傷ついていくのを見ると、とても悲し

い気持ちになります。日本は戦争をしない国なので、

このようなことはありませんが、そうでない国もたく

さんあります。そんな国の人たちに少しでも力を貸し

てあげたいなと思います。

これからも、外交官になるために、英語をしっかり

勉強するなど、夢の実現に向けて頑張っていきたいです。

冬
も
本
番
を
迎
え
た
午
後
の
陽
だ
ま

り
の
中
、
私
の
横
で
寝
息
を
立
て
て
い
る

息
子
の
寝
顔
を
見
て
、
１
日
の
疲
れ
を
癒

や
し
て
も
ら
う
の
が
私
の
日
課
で
す
。

２
歳
６
か
月
と
な
っ
た
息
子
・
塁る

い

は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
お
っ
ぱ
い
を

よ
く
飲
み
、
よ
く
眠
り
、
人
見
知
り
も

せ
ず
、
ま
た
大
き
な
け
が
も
せ
ず
に
す

く
す
く
と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
今
振

り
返
る
と
あ
ま
り
手
の
か
か
ら
な
い
子

だ
っ
た
な
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、〝
魔
の
２
歳
児
〞
期
を
迎
え
、

う
ち
も
例
外
な
く
や
ん
ち
ゃ
に
な
り
、

日
々

の
奮
闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
２
歳
を
過
ぎ
て
何
で
も
吸
収

し
、
ま
ね
を
す
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
塁
の
場
合
は〝
Ａ
Ｂ
Ｃ
〞に
興
味
を

持
ち
、
興
味
本
位
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
教
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
26
文

字
す
べ
て
を
覚
え
て
し
ま
い
、
周
り

の
人
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

の
発
音
に
は
多
少
問
題
が
あ
る
の
で
、

発
音
専
用
の
本
と
Ｃ
Ｄ
を
相
手
に
親
子

で
奮
闘
す
る
毎
日
で
す
。

ま
た
、
買
い
物
や
散
歩
中
に
頭
を
悩

ま
せ
る
の
が
脱
走
癖
で
す
。
親
が
見
え
な

く
て
も
不
安
が
な
い
の
か
、
す
ぐ
に
ど
こ

か
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。対
策
と
し
て
、

い
つ
も
背
負
う
リ
ュ
ッ
ク
に
鈴
を
付
け

て
居
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
が
、
最
近
は
リ
ュ
ッ
ク
を
適
当
に

置
い
て
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、

熊
よ
け
の
鈴
を
首
か
ら
提
げ
よ
う
か
、
ま

た
は
犬
用
の
ハ
ー
ネ
ス
を
付
け
よ
う
か

と
本
気
で
思
案
中
で
す
。

そ
ん
な
マ
マ
の
奮
闘
を
横
目
に
毎
日

走
り
回
っ
て
い
る
塁
で
す
が
、
３
、
４

か
月
前
か
ら
急
に
、
私
の
前
で
だ
け

〝
甘
え
モ
ー
ド
〞に
変
身
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
急
に「
お
っ
ぱ
い
飲
む
〜
」

と
欲
し
が
っ
た
り
、「
塁
赤
ち
ゃ
ん
、

マ
マ
抱
っ
こ
〜
」
と
せ
が
ん
で
き
た
り

…
。
ち
ょ
う
ど
２
人
目
を
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
ろ
で
、
子
ど
も

な
り
に
敏
感
に
察
知
し
た
よ
う
で
す
。

親
子
３
人
の
限
ら
れ
た
時
間
に
た
っ
ぷ

り
甘
え
さ
せ
て
、
塁
も
一
緒
に
２
人
目

を
迎
え
る
準
備
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
子
育
て
駆
け
出
し
の
マ
マ

３
年
生
。両
親
や
主
人
の
両
親
は
じ
め
、

マ
マ
友
や
周
り
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
身

近
で
私
を
悩
ま
せ
、
癒
し
て
く
れ
る
息

子
と
、
そ
ん
な
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ

る
掛
け
替
え
の
な
い
主
人
と
で
、
ま
だ

ま
だ
続
く
子
育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

堀ほ

り

え江 

絵え

り里

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

ちびっこ
美術館

リレー

　保育園の運動会で紅白に分かれて

リレーをしたときの様子を描いてく

れた、美歩ちゃん（６歳）。

　「上手にバトンを渡すことができ

ました。楽しかったよ」と、笑顔で話

してくれました。

●おおぞら
保育園 黒

くろさわ

沢美
み ほ

歩ちゃん


